
第47回「議員と語ろかい」報告書 
 産業建設常任委員会（№１） 

開催日 令和６年11月６日（水曜日）  15時00分 ～ 16時30分 

開催場所 松永地区公民館 

団体名 松永地区自治公民館（代表：津曲館長） 
参加 

人員 

10人 

（男４人：女６人） 

出席議員 前田幸一、宮内博、松下太葵、德田修和、木野田誠、池田綱雄、下深迫孝二 

役割分担 班長（前田幸一）、 副班長（宮内博）、 記録係（松下太葵） 

テーマ及び 

具体的な内容 
農耕地の耕作放棄地の管理及び対応（有効活用） 

 

 

 

 

意

見

交

換

で

の

主

な

意

見

等 

 

・周辺道路を通学路として利用している子ども達の安全面で問題がある。 

・呼吸器系疾患があり、花粉の飛散時期に咳が出る。特にセイタカアワダチソウが繁茂する時季

は憂鬱な季節である。 

・稲作及び芋類を耕作してきたが、野生動物の通り道や耕作地への野生動物の活動の拠点となっ

ている。 

・相続した農地があるが、管理をするために農耕作者を探しているが、近隣は高齢者が多く、管

理してもらえる人材が見つからない。 

・公道への草木の進出や垂下りで、通学路の利用幅員が狭められている状況である。 

・雨が降ると養豚場から泥などが流れてきて市役所に相談すると掃除は自分でして泥の処理はど

こに捨ててもいいと言われた。どうにかしてほしい。 

・行政の情報共有、連携をしっかりしてほしい。 

・雨が降ると用水路が氾濫して逆流していた。川の水が田んぼに入っていた。連絡すると担当の

方が変わったばかりで分からないと言われた。 

・いきいきチケットを耕作地などの草刈りなどに使えるようにしてほしい。未使用分をどうして

いるのか。余っている分を公民館などに回してほしい。 

・相談窓口（苦情窓口）を作ってほしい。 

 


